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「仲間」と協働する体育祭～体育祭を前に５月の全校朝会～ 

今年度の濁川中学校の体育祭は、9月開催から５月に時期を変更して実施しました。その前

の 5月 13～15日には 3年生の修学旅行が実施されました。3年生にとっては、修学旅行準備

と体育祭リーダー活動を同時に進めなければなりませんでした。 

５月 19日の全校朝会では、校長先生からは 

・開催時期が変われば、行事の目的も変わる。 

・限られた時間で何ができるか、みんなで考えて、新たな濁川中学校の体育祭をつくり上げ

てほしい。新たな事に挑戦するのだから、失敗してもよい。 

・仲間と協力して進めてほしい。 

と生徒に伝えました。校長先生からのリレートークで守屋先生が話しました。 

・「仲間」に似た言葉で「友達」がある。友達は、一緒に

いて楽しい、親しい間柄を表し、仲間は、同じ目標・

志を共有し、協力し合う関係である。 

・体育祭に向けて、生徒も先生も同じ目標を共有して、

協力しあう「仲間」。一致団結して頑張ろう！ 

・その中で、全校を引っ張っていくのが３年生。修学旅

行での姿を見ていると、リーダーとして活躍できると

期待している。 

 話の結びには、体育祭の成功を祈念して、濁川中の「仲間」で体育館いっぱいの円陣を組 

みました。 
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〒950-3134 

新潟市北区新崎 5437 番地 

Tel 025-259-2150 

学校の様子をHPで更新しています。 
https://blog.city-niigata.ed.jp/nigorikawa/ 
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「飛翔～はばたけ濁中生の翼～」～体育祭当日～ 

  今年度は、開催時期のほかに、各チームのパネルの代わりに体育祭スローガンと一人一人

の目指す姿が書かれた横断幕を作成したり、競技優勝のみを決めることにしたりと体育祭の

あり方が大きく変わりました。どのようにすると、体育祭の

目的の一つである「仲間づくり」が達成されるのか、生徒と

考えた結果の形です。 

  閉会式では、両チームの応援団長が語りました。 

  ・学年関係なく絆が深まり、リーダーを中心に練習から   

全力で楽しみ、団結し、和気藹々としたとても素晴らしい 

チームだった。 

  ・団長の責任の重さ、短い期間での準備の大変さに「無理

だ」と思った時も、副応援団長、応援リーダー、クラスのみんな、相手チームのリーダー

などみんなが力を貸してくれて感謝している。 

  ・自分一人では、うまくいかなかったけれど、仲間と一緒に頑張れば、うまくいく。「仲間

づくり」の体育祭をすごく感じることができた。 

  ・炎龍、青龍どちらとも新たなクラス、環境の中で慣れないこともあったが、みんなで協

力することができた。今年はこれから。最高の一年にできるように全校生徒みんなで頑張

っていこう！ 

  応援団長の語りに、笑顔で応えたり、悔し涙を流したりしながら聴いているフォロワーの 

 姿は、まさしく「仲間」でありました。加えて、競技運営をする、競技に全力で取り組む、 

頑張っている仲間に声援を送る、準備・片付けを丁寧に行う…それぞれの立場で、体育祭を 

しっかりと支えてくれました。 

また、今年度からプログラムの最後で新崎甚句を踊ることにしました。有志から結成され 

た「新崎甚句(ク)ラブ」のメンバーを中心に、全校はもちろん、来てくれた人みんなで踊れ

る時間にしようと計画をしました。新崎甚句保存会の方々のご協力もあり、当日は生演奏と

踊り手さんのみなさんと一緒に濁川が一つになりました。 

 振り返りの全校朝会で話題にしましたが、「体育祭の成果はこれからのあなたの日常活動 

で決まる」のです。体育祭を通して得た「仲間」とともに、濁川中学校の日常をよりよくし 

ていくことを期待します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それぞれの体育祭～マイストーリーの振り返り～ 

６月 18日の生徒朝会では、体育祭についてのマイストーリーを共有しました。 

目標 振り返り 

【1年生】 

しっかりと仲間と協力する。そのために、

面倒くさがりな自分の癖を少しずつ直す。 

自分の目標は達成できてはいないけど、少しずつ

目標達成に近づいているので、自分を変えるきっ

かけになった体育祭に感謝したい。 

【1年生】 

応援リーダーになったので、1年生のみん

なで 2，3年生を応援で盛り上げたい。1

年生は元気が良すぎるので、話を聞くとき

は聞くというメリハリをつけたい。 

体育祭で色々なことを２，３年生に教えてもらい

ました。一つ目は、仲がいいことです。先輩に仲

良く話しかけることはあまりできないと思うけれ

ど、濁中の先輩たちは、1年生にも優しくて、話

しかけることができて、いい人たちだと思いまし

た。体育祭で、仲間のことを知ることができまし

た。 

【2年生】 

チームで息を合わせて協力し合い、次の体

育祭や様々な行事に繋げられるようにす

る。 

仲間で競技をしあったり、仲間で応援しあったり

して、仲間での協力について深く学ぶことができ

た。 



【2年生】 

何事にも全力でやる。これを達成するため

に指示が出る前に自分で行動し、指示がで

たら、すぐに行動していきたい。 

リーダーの言うことをしっかり聞いて、変更点が

あっても練習して取り組むことができた。フォロ

ワーとして一生懸命頑張れた。 

【3年生】 

応援リーダーとして、団長と副団長をサポ

ートし、新しい体育祭を成功させる。 

3 年生として応援リーダーの大変さを改めて実感

した。指示を素早く出したり、早く整列させたり

する大切さを学び、成長できた。ここで学んだこ

とを他の行事でも生かし活躍したいと思った。新

しい体育祭を成功させることができてよかった

し、達成感を感じた。 

【3年生】 

副団長としてふさわしい姿でチームを導

く。 

最初は指示を聞いてくれない人がいたり、ダンス

がうまくいかない、応援で声が出ないなど、多く

のトラブルがあり悩んだが、最後はチーム全員で

協力し、1つになって優勝することができた。大

勢を動かすことの大変さや、限られた時間でより

良いものをつくり上げることを学ぶことができ

た。 

 加えて、新崎甚句ラブのリーダーからも、 

 ・メンバーと一緒に、どのようにすると全校が新崎甚句を踊ることができるか、作戦を考えた

ことが楽しかった。 

 ・当日は、全校、地域の人と一体になった気がしてよかった。 

 と、活動を振り返りました。 

 生徒会のマイストーリー担当の生徒からは、「体育祭の成果を、今後のよりよい学級づくりにつ

なげていきましょう」という言葉がけありました。現在、全クラスが学級目標を考えています。

行事や日常を通して見えてきた学級力を踏まえて、生徒会スローガンである「Progress（前進・

進歩）」できる学級の姿を考えていきましょう。 

 

市内体育大会結果 

 【野球】 

・対北学BBC 惜敗 

・対山潟中   惜敗 

 

【サッカー（北 SC）】 

・対寄居 勝 

・対 FC新潟中央 勝 

・対鳥屋野 SC  勝 

・対 FC内野 惜敗 

・対上山 勝  

第３位 県大会出場 

【ソフトテニス】 

・団体戦 2回戦敗退 

・個人戦 

   ベスト３２ 

   2回戦敗退 

   2回戦敗退 

 

【卓球】 

・１次リーグ敗退 

 

【バレーボール】 

・対巻東中 惜敗 

【陸上競技】 

・走幅跳 第１位 県大会出場 

・１１０MH 第12位 

 

【水泳競技】 

・バタフライ１００M 

 第６位 県大会出場 

 

【剣道】 

・団体戦 ベスト１６ 


